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　書店には現代家族の抱える問題点や「婚活」などのトピック
を取り上げた社会学者による家族研究の本が並んでいる。家
族に対する社会一般の関心は高まっている。しかし、近年、
人類学者が家族に正面から取り組んだ単著や論集を出版する
ことはほとんどない。文化人類学会の発表でも、家族をテー
マにした発表は少なくなっている。人類学がこれまで進めて
きた家族・親族に関する研究の蓄積を考慮すると、家族研究
の衰退は奇妙に感じられる。今日の人類学において家族とい
う研究テーマは周辺的なものになっているが、人類学者は世
界各地のフィールドで、実際には家族に関わるさまざまな問
題に取り組んでいる。
　本共同研究は、西欧中心的な家族概念をつねに批判し、「家
族とは何か」という難問に立ち向かってきた人類学者だから
こそ、現代社会で問題となる「近代家族の揺らぎ」や「家族の
多様化」に対して発言できるし、また発言する必要があると考
え、2010年度から始まった。共同研究を通して、人類学誕生
時から主要なテーマの一つであった家族に新たなる視座から
光を当てることができると考えている。

共同研究の目的
　この共同研究は、人類学における家族の研究を現代的
な課題に応えられるように見直すことを目的としている。
生殖医療、国際養子縁組、国際結婚、国境を超えた家族
（transnational family）、高齢者のケア、開発・近代化に伴う

家族の変容の問題など、現代世界で生起する多様な問題を取
り上げ、親子関係や家族とは何かという根源的な問いをつね
に念頭において、家族研究の最前線を切り開きたいと考えて
いる。上記のような一見バラバラに映る問題群を「家族」とい
う視点から捉え直すことを意図している。人類学者が中心と
なって共同研究を進めるが、人類学内部の議論に留まること
なく、共同研究の成果をつねに外に向けて発信できるように、
民俗学・社会学・法社会学など人類学以外の研究者も共同研
究に参加している。また研究会では、正規のメンバー以外に、
テーマに応じて現場で家族に関わっている人、たとえば実際
に生殖医療に携わっている医師を招くなど、学問の枠組にと
らわれずに共同研究を活性化させたいと考えている。
　人類学の家族・親族研究の蓄積と断絶するのではなく、
「家族」（レヴィ＝ストロース 1968）など家族に関する古典
的理論をいかに現代に継承していくか、またシュナイダー
（Schneider 1984）による親族研究批判以降に欧米で生まれ
た新しいタイプの親族研究、とくにストラザーン（Strathern 

1992）やカーステン（Carsten 2004）などの成果を研究にど
のように活かすか考えていきたい。家族という分析概念の
有効性自体に疑念が呈されていることを考え、その限界も
検討し、また家族・親族に代わる概念、たとえば「つながり
relatedness」（Carsten（ed.） 2000）の有効性も議論し、新た
なる家族研究のパラダイムの構築に向けて研究を進めたい。

遠縁の子どもを預かって育てている老人（2007年8月、インドネシア、スンバ島、小池誠撮影）。
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多様な家族の姿
　2010年10月23日に第1回の研究会が開催された。研究代
表者である筆者が本共同研究の趣旨や今後の研究会の予定に
ついて説明した後、参加者がそれぞれの研究テーマを簡潔に
紹介した。議論のなかで出てきた興味深い家族の多様性につ
いて、その一端を筆者の関心に沿ってまとめ、紹介したい。
　岩本通弥（東京大学）が述べるように、日本では近代に生ま
れた「血縁幻想」が強く、「血」のつながりのある子どもしか育
てられないという意識が一般的である。その結果、現代日本
では子どもを養子に取る件数はひじょうに少ない。日本と対
極にあるのが、出口顯（島根大学）が報告する北欧諸国、とく
にスウェーデンでさかんに行われている国際養子縁組の事例
である。スウェーデン人の親は、外見上まったく異なるアジ
アや南米出身の養子を「血はつながっていなくても私たちは
本当の親子」（出口 2005：1291）といいながら、しかし実際に
はさまざまな形で子どものルーツを気にしながら育てている。
国際養子の歴史は長く、養子が成長して結婚し、さらに国際
養子を育てている家族も生まれている。これは国内養子です
ら敬遠しがちな日本人の想像をはるかに超える家族の姿であ
ろう。
　このように日本とスウェーデンを対照させて論じるのは、
社会学などでよく行われる。この共同研究では、これまで人
類学が得意としてきたアジア、アフリカ、オセアニアなど非
西欧社会のさまざまな事例も参考にしながら、「血縁」意識と
「親子」の関係を見直したいと考えている。たとえば津上誠（東
北学院大学）が報告するマレーシア、ボルネオ島のカヤン社会
では、生物学的な子であれ養子であれ、自動的に親子になる
のではなく、相互の関わり合いを繰り返すことによって「親
子」になると考えられている可能性が高い。また「血縁」とも「親
子」とも別の次元で、「育てる」という関係性も家族を考える上
で重要である。筆者が調査するインドネシア、スンバ島では、
老夫婦が親族（直系親族に限らない）の子どもを引き取って育
てることは、よくみられる家族の風景である。引き取るといっ
ても親子関係につながるものでなく、たんに育てているだけ
なのである。
　つぎに高齢者の介護について考えてみよう。この点でも、
北欧諸国と日本の家族は好対照である。高橋絵里香（日本学術
振興会・国立民族学博物館）が伝えるフィンランドの家族と高
齢者の関係は興味深い。フィンランドでは18歳以上の子ども
は親から離れるのが当たり前である。そのため老親の介護を
する子どもはきわめて例外的な存在となる。国家が全面的に
介護の責任を負う在宅介護が一般的である。ホームヘルパー
が、自宅に夫婦か単身で生活する高齢者のもとに通う。介護
保険の導入により介護の社会化が進んだとはいえ、日本では
後期高齢者を抱える多くの家族がさまざまな問題に直面し、
苦労しているのと大きく異なる。
　フィンランドの家族は、親から見てケアの対象である子ど
もを含む、まさに核家族であり、成人になった子どもは親か
ら自立する。このような生殖家族（family of procreation）と
いう側面だけでなく、老親に対する扶養（最低限でも気づか
い）も、日本の家族では重要である。たとえ世帯としては核
家族の構成をとっていても、老親に対する子の関係は、家族
の大切な「絆」の一つとみなされている。もちろん、老人の孤
独死が頻繁に報道される昨今、日本でも家族の姿は揺らいで

いる。一方、横田祥子（日本学術振興会・東京外国語大学）が
報告する台湾の事例では、外国籍の介護労働者を雇うか、ま
たは国際結婚によって妻とした外国籍女性に自分の親、そし
て自分自身の介護を期待するケースも出ている。筆者の考え
では、親の扶養という、かつてはきわめて家内的だった問題
が、今日の台湾においてグローバルな人の移動なしには困難
になってきている。

今後の課題
　家族とは何であるか、また家族の定義は何かというのは、
この共同研究を進める上で避けて通れない根本的な問題であ
る。しかし、重要であるからこそ議論の出発点から厳密さを
求めないほうが良いことでもある。どこまでを家族と呼ぶか
は、研究者によって異なっている。家族をめぐる、参加者間
にあるズレを今後の活発な議論を通して意識化し、共通理解
を増やしていくほうが、最終的には共同研究として大きな成
果を出せると考えている。
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スウェーデンの国際養子家族の一例。夫が韓国からの養子、妻がエクアドル
からの養女、子どもはベトナムからの養子（2009年9月、スウェーデン、ヨー
テボリ近郊、出口顯撮影）。
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